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研究成果の概要（和文）：本研究では日本の屏風絵作品について、「紙の規格」という観点からその表現・技法
についての考察を行った。国内外の中・近世屏風絵作品について調査および情報収集を通して、屏風には竹紙と
雁皮紙が用いられていることが多く、水墨画や中国の画題は竹紙に、やまと絵や金地着彩の作品は雁皮紙に描か
れることが多いという傾向を明らかにした。また中世には1枚の紙の大きさが比較的小さく、高さ150cm程度の屏
風の1扇（1パネル）を縦5段ほどで貼り継いだ作品が多いが、江戸時代後期には、1扇を1枚の紙で貼るような、
大きな紙を用いた作品が現れてくる。製紙技術や流通の発展と、表現技術の多様性が連鎖していることを明らか
にした。

研究成果の概要（英文）：On this study, the method of expression and technique of Japanese screen 
paintings is viewed from the point of the standard of paper. The major materials for screen 
paintings are bamboo and ganpi. Ink paintings and Chinese subjects tend to be drawn on bamboo paper,
 and Yamato-e and color-on- gold paintings tend to be drawn on ganpi paper. Furthermore, one sheet 
of paper on medieval screen painting is comparatively small, and a panel of 150cm height screen, 
five sheets of paper were usually patched. Screen paintings which is consisted by a big paper such 
as a panel by one sheet of paper were appeared in the late Edo period. It has been revealed that the
 variety of expression technique was related with the paper production technique and the development
 of the circulation.

研究分野： 日本美術史

キーワード： 日本絵画　屏風　和紙　美術史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの日本絵画史研究では、絵に何が描かれているか、という問題から作品の歴史的考察がなされてきた
が、どのような状態の紙の上に作品が描かれているか、という視点から研究がおこなわれることはなかった。時
代や流派による使用材料の傾向は、製紙技術や流通の歴史を考える上でも重要である。中国が主要な生産地であ
る竹紙と、日本が主要な産地である雁皮紙が、日本において歴史的に使い分けて絵画制作に用いてきたという事
実を明らかにしたことにより、日本美術史のみならず、東アジア全体の紙の文化を考える上でも新たな視点を提
示することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 屏風はもともと大陸からもたらされた室内調度品であり、そこに書が記されたり、絵が描かれ
て室内を飾り、やがて絵画の一様式として日本において定着、発展した。近世においては、屏風
に描かれた絵画作品が、大陸や遠く欧米の国々にももたらされ、人気のある贈答品としても流通
していた。また平面芸術である絵画を屏風に仕立てて立体的に立てることにより、空間を立体的
に演出することができることから、構図や表現を工夫するなど、屏風絵ならではの表現も近世に
は大いに発展した。一方、日本絵画史研究においては、流派ごと、作家ごと、時代ごとに考察が
進められることが一般的で、屏風絵という絵画形式にどのような材質の紙がどのように用いら
れているか、ということは顧みられる機会はほとんどなかった。 
目視による観察で紙の原材料を判断することは、よほど紙を見る経験の豊富な技術者、研究者

でないと難しく、正確に材料を分析するには微量の繊維を採取して顕微鏡で観察することによ
り判断されている。絵画の修復を行う際には、本紙の材質を検査することが通例で、情報を適切
に記録した修理報告書であれば、必ずその作品の紙の原材料を知ることができる。修理技術者の
経験から、屏風には竹紙、雁皮紙が用いられていることが多い、ということが指摘されてきたが、
屏風絵作品にどんな紙が使われているのか、またその材料の選択にどのような意味があるのか
ということについて、美術史研究者は関心を払うことがほとんどなかった。修理の目的はもちろ
んその作品をより安全に保存していくことにあるが、だいたい 100 年に一度というサイクルで
おこなわれる修理で得られる情報は、作品をより深く知ることにつながる。修理によって得られ
る情報は作品の歴史研究にも活用できると考え、研究を開始した。 
 
２．研究の目的 
 本研究では日本の屏風絵について、従来の研究では着目されることがほとんどなかった、「紙
の規格」という観点からその表現・技法についての考察を行った。国内外の中・近世屏風絵作品
約 500 点についての情報を収集し、従来の美術史研究の手法では踏み込めなかった問題や包括
的研究における新機軸を打ち出すことを目的とした。絵に何が、どのように描かれているかはも
ちろん重要なテーマであるが、どのような本紙の上に描かれているのかということも考慮すべ
き根幹的な問題である。なぜならば本紙はその作品の真正性、制作当初の姿を伝える可能性の高
い重要な材料と言えるからである。 
長い時間を経過した古美術作品の、現在見えている表面には、修理や保存のため、また作品鑑

賞上の改変等によって、制作当初から後の時代に載せられたものが少なからず存在している。制
作されてから全く何も手を加えられることがなく現存している古美術作品は存在しない、と言
っても過言ではない。つまり、絵画の表面だけ見ていても、その作品が制作された当初のことは
わからないことが多いのである。しかしながら絵が本物であるならば、絵が描かれている紙＝本
紙も本物である。また紙は切り詰められて小さくなることはあっても、大きくなることはない。
紙の大きさに着目し、その情報を多く集めることにより、その上に描かれた作品の制作背景を探
る糸口を得られる可能性がある。 
上記のような問題意識から、屏風の制作年代、流派、作者、画題、屏風全体の大きさ、用いら

れている一紙の大きさ、紙の材質について調べ、情報を集約して、時代による変化、画題および
表現による本紙の選択について明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究では屏風の用紙の大きさと紙継ぎの方法について調査を実施し、紙の材料（雁皮・竹・

楮など）については、修理の際に得られる情報を収集した。素材としての情報を蓄積・整理・分
析した上で、狩野派・土佐派・琳派などの流派による屏風絵作品を横断的に、紙の規格という観
点から概観し、絵画としての表現と技法についての問題を考察した。 
手工業で作られたものはどんなものでも言えることだが、和紙の品質を見れば、その和紙を使

っていた人の経済状況がわかる、と言える。たとえば、尾形光琳は東福門院和子など当世一流の
人々を顧客に持つ高級呉服商の家に生まれたものの、光琳が青年になる頃には商家として没落
し、光琳も破産し厳しい経済状況にあったことが知られている。光琳の祖父の時代の文書には
400 年以上が経過しても白色度が高く、地厚で、ふんわりとした柔らかさのある紙が用いられて
いるのに対し、その約 100 年後の光琳の書状や覚書には、重厚感のない薄い紙が用いられてい
る。100 年で尾形家がいかに零落していたか、ということが如実にわかるのである。 
また全てが手作業で行われていた前近代の製紙技術においては、サイズの大きい紙というもの

は、それだけで特別で高級な製品であった。元来、紙が文字を書くために作られたものであるこ
とから、文書・書類を書くのにちょうどいい大きさの紙が作られ、次第に様々な用途に対応する
ために、紙の大きさも大きくなっていった。日本の伝統的な製紙技術では、縦が 2 尺（60cm）
を越えるような紙は作れないと考えられ、大きな紙は中国からの輸入品で「大唐紙」と呼ばれ、
珍重されていた。確実に年代がわかる作品や文献資料もごく限られているため、具体的に論証で
きることには限界があるが、多くの屏風絵作品の情報を集約することにより、おおよその傾向を
浮かび上がらせ、時代による変遷を把握することに努めた。 
屏風には、本間屏風、中屏風、小屏風、枕屏風、などの大きさの種類があり、人の身体感覚や

建築の規格と深く関わっているが、通常は室内で、畳や床の上に屏風を置き、座って鑑賞するの
が一般的であった。縦が５尺、150cm 程度の本間屏風は、５段に紙継されたものが多いが、そ



れはもともと縦が 1 尺、30cm 程度の紙が一般的であり、屏風のパネル 1 枚を奇数の紙で画面を
貼り継ぐことにより、絵の水平方向の真ん中、中心的なモティーフが描かれる部分に継ぎ目＝断
絶がない、ということにもよると推測される。ただし時代の経過、作品の伝来過程において、画
面が小さく切り詰められている可能性も考えられるため、屏風の縦方向が何枚の紙で貼り継が
れているか、一紙の縦の長さ、また判明する場合は、紙継ぎの糊代の長さを計測し、情報を集約
した。高精細画像がインターネットで公開されているような作品や、出版物などの作品図版も活
用しながら、より多くの情報を効率よく収集することに努めた。 
 
４．研究成果 
 今回の研究により、屏風絵作品についてのいくつかの傾向を明らかにすることができた。これ
まで修理技術者のなかで蓄積された経験として語られてきたこと、ある一部の研究領域で無意
識的に把握されてきたこともあるが、本研究において、横断的かつ包括的に屏風の物質的な側面
と、表現や制作にまつわる歴史的な側面を併せて考察したことは重要であり、今後の研究を発展
的に進めるための成果が得られた。 
 
(1)紙本屏風に用いられる代表的な紙の種類には、中国が主な生産地である竹紙と、日本で主

に生産される雁皮紙がある。竹紙は日本では作ることができず、もっぱら中国からの輸入による
ものと考えられてきたが、一部地域では日本国内でも生産されており、かつては作られていた可
能性もある。あるいは輸入された中国製の竹紙の繊維をバラバラにほぐして水の中に入れて再
び紙にする、漉き返しという製紙技術は、もともと紙が貴重品であったことから古代からよく行
われてきたリサイクル方法であり、中国の原材料を用いた日本製の竹紙というものも存在する。
紙はその用途や目的によって、様々な技術革新を経て生産・流通されてきた。竹紙の素材として
の特徴は、竹の繊維が短いために、水墨の滲みやぼかしが豊かな表現効果として表すことができ
るという点にある。水墨の微妙な濃淡によって表現する山水画や、中国の歴史的人物や故事を描
く際に特に好まれたと類推される。中国の画題を中国製の紙に描くという行為は、中国の文物や
歴史に憧憬を抱いていた日本の教養階級にとっては、重要な意味を持っていたと考えられる。 
毛利家の御用絵師として桃山時代の水墨画を牽引した雲谷等顔（1547〜1618）は、数多くの水

墨山水画の屏風を手掛けているが、その本紙は、本間屏風が 3枚で継がれている作品が多く、2
段で継がれている作品も存在する。雲谷等顔は博多商人とも親交があり、舶来の大きな紙を使用
したことも考えられるが、当時の長州藩では製紙業が盛んで、良質な紙を近畿地方で商い、大き
な収益を上げていたことが知られる。毛利家の文書では、江戸（幕府）に送る屏風 10 双分の紙
として 120 枚を等顔に下げ渡した、という記述が認められる。実際の作品は確認できないもの
の、毛利家から公式に幕府に献上する屏風が小さなものとは考えにくく、本間屏風に近い大きさ
の六曲一双屏風であれば、屏風の 1パネルを 1枚の紙で構成していたことが類推できる。雲谷等
顔および同時代の作品で、本間屏風の 1 パネルに縦に紙継ぎのない事例は現在のところ確認で
きていないが、こうした特別な作品制作と、それを支える材料と技術がかつては存在していたこ
とが確認できた。狩野派など京都や江戸で制作活動をおこなう絵師に較べて、雲谷派の絵師は、
地理的に紙の生産地に近い地域で活躍していた、と言える。特別な絵画制作を支える特別な材料
の調達も、可能であったことが推測される。ただし、大きな紙を安定的に生産することは手間と
コストがかかるためであろうか、等顔の次世代の等益（1591-1644）の屏風絵では、縦 5段継ぎ
の作品が主流となる。同じ流派においても時代による変化・変遷があることを明らかにした。 
 

（2）近世以降、屏風絵が盛んに制作されるようになると、より効率的で安定した材料調達が進
み、江戸中期の文献（『紙譜』享保年間（1716〜36）成立）には「屏風紙」という語が見られる。
屏風には、二曲・四曲・六曲・八曲・十曲などの種類があるが、最も一般的なのは、6枚のパネ
ルを一対とした六曲一双屏風である。「屏風紙」は雁皮を原料とする紙で、1枚が縦 1尺、横 2尺
程度の大きさで、六曲一双屏風の各パネルを５段に貼り継ぐために、60 枚 1 セットとして流通
していた。また雁皮の素材としての特徴は、繊維が長く、強靭で表面に光沢感があるという点に
ある。紙の表面が平滑であるため、細密な表現も繊維に筆が引っかかることがなく、金箔を貼る
のに取り扱いやすいという利点がある。一般的にも「金屏風」と言われるように、単に豪華に装
飾するというだけでなく、金箔を貼った金地の画面に墨や絵具を効果的に用いた金地屏風は、近
世初期には表現様式として確立していた。細密にモティーフが描かれた「源氏物語」などのやま
と絵の画題や金地の作品の多くは雁皮がその材料に用いられていることが多いことが調査結果
から明らかとなった。 
 また複数の類例作品の情報を丹念に収集することにより、不明な事柄を詳らかにすることが
できた。「四条河原遊楽図屏風」は重要文化財に指定されている個人本（二曲一隻）と、静嘉堂
文庫美術館本（二曲一双）がよく知られていたが、さらにライプツィヒ民族学博物館で両者に共
通点を有するライプツィヒ本（二曲一隻）が本研究期間中に見いだされ、三作品について総合的
に考察をおこなった。静嘉堂文庫美術館本は数年前の修理において、その本紙が雁皮紙であるこ
とが判明している。三作品はいずれも縦 5段に紙継ぎがなされており、個人本およびライプツィ
ヒ本も雁皮紙が使われている可能性が高いことを提示した。また個人本は襖の引手跡が認めら
れることからもと襖絵であったと考えられてきたが、画面の大きさと形式が襖の寸法には合わ
ないこと、もともと屏風として制作されたものが、一時期襖絵に改装されていた可能性が高いこ



とを指摘した。襖絵は日常的に室内に置かれる建具であるが、屏風は必要な時だけ開き、使わな
い時は閉じてしまっておける絵画である。四条河原というと、歌舞伎や浄瑠璃の小屋が建ち並び、
華やかな都市景観の絵画と見なされることが多いが、華麗な描写の傍らの河原には、身体や生活
が自由にできない最下層の人々の極限の暮らしが実に細かく描き込まれている。襖絵の画題と
してよく見られる山水画や四季花鳥図などと異なり、風俗画は見たい時だけ見るという形で鑑
賞される絵画であることを指摘した。 
 
（3）さらに近世初期に活躍した俵屋宗達の作品のうち、「雲龍図屏風」（六曲一双・フリーア美
術館蔵）では屏風の 1パネルを長い紙と、短い紙の 2枚を張り継ぎ、雲や波の中から龍の巨体が
現れ消えてく様子が、豊かな水墨表現によって表されている一方、「関屋澪標図屏風」（六曲一双・
静嘉堂文庫美術館）では、縦 5 段継の金地の画面に、『源氏物語』の登場人物たちが色彩豊かな
絵具によって細密に描かれている。宗達において、水墨作品にはにじみが効果的に表現できる大
きな紙、やまと絵作品には金地の細密表現に適した小さな紙がそれぞれ使い分けられている。作
家にとって、材料は入手しやすく、扱いやすいこと、用途や表現に適していることが重要である
と考えられる。一方、江戸後期の文人画の作品では、屏風の 1パネルを紙継ぎなく、1枚の紙を
用いた作品も散見され、紙継ぎによってモティーフが断絶しない、より壮大な表現を目指したた
めの材料選択であると推測できる。大きな紙を製造できる産地や技術は限られていて、一般普及
品というよりも、特別な高級品であったと考えられるが、様々な技術と流通の発展により、江戸
初期には全く不可能であったことも、江戸後期には表現や用途に合わせて選択可能な材料とな
っていた、と言える。 
 
 かつては日本全国で和紙が生産され、使用されてきたが、社会や自然環境の変化により、その
伝統や生産技術が消滅し、不明になっていることも多い。また紙は目的があって生産され、使用
されるため、まっさらの未使用の状態で伝存することはほとんどなく、換言すれば何かが記され、
描かれたからこそ、現代に残った、とも言える。古い紙を保存しておいて書画に用いた可能性も
考えられるため、書画の制作年代が紙の制作年代とは限らない。しかしながら、紙という様々な
特性を持つ支持体に着目すると、その作品の制作背景を考え、歴史的位置付けを考える端緒とも
なる。本研究では屏風の規格を通じて、その表現の変遷、展開の一端を明らかにした。今後は蓄
積したデータの活用に努めたい。 
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